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よる『神道論文総目録』（1963年）の調査において 20作とされ17、『宮地神道大系 第 1巻』
（1991 年）に掲載された藤原茉有の調査おいては、重複タイトルを含めて 40 作とされて




























































































































































































































































が簡潔に纏めている。第 2章、第 3章が、これに対応するので参照されたい。 
2 川崎剛「第 3章 国際構造と戦後日本の安全保障政策」吉川元・加藤普章編『国際政治
の行方 ―グローバル化とウェストファリア体制の変容―』ナカニシヤ出版（2004年）
75頁参照。 
3 松井芳郎・佐分晴夫・薬師寺公夫・松田竹男・田中則夫・岡田泉『国際法〔第 3版〕』有 
斐閣（1999年）10頁～11頁参照。 
4 松井芳郎・佐分晴夫・薬師寺公夫・松田竹男・田中則夫・岡田泉『国際法〔第 3版〕』有 
斐閣（1999年）7頁～8頁参照。 
5 國學院大學日本文化研究所編『近代化と日本人の生活』同朋舎（平成 6年）を参照。 




7 米窪明美『明治天皇の一日 皇室システムの伝統と現在』新潮新書（平成 18年）31頁
参照。 
8 安丸良夫・宮地正人校注『宗教と国家』岩波書店（1988年）437頁参照。 




12 渡辺京二『渡辺京二傑作選 2 神風連とその時代』洋泉社（2011年）179頁参照。 
13 宮地嚴夫「時事に就て」『明治會叢誌 第 71号』（1894年）24頁参照。 
















22 宮地嚴夫「明治會は国家的学術を研究するを以て自ら任す」『明治會叢誌 第 9号』
（1889年）1頁引用。 
23 宮地嚴夫「元気の発露」『明治會叢誌 第 33号』（1891年）19頁引用。 
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30 齊藤智朗「明治国学の継承をめぐって ―池辺義象と明治国学史―」『国学院雑誌 通
号 1195号』（2006年）173頁、坂本是丸『近世・近代神道論考』弘文堂（2007年）
445頁参照。 




















42 内閣文庫編「柳田国男先生座談筆記 内閣文庫の思い出」『北の丸 第 15号』国立公文
書館（1978年）23頁引用。 
43 柳田国男『底本柳田国男集 別巻第 4』筑摩書房（1964年）565頁引用。 
44 内閣文庫編「柳田国男先生座談筆記 内閣文庫の思い出」『北の丸 第 15号』国立公文
書館（1978年）23頁引用。 












宮地嚴夫は、1847 年（弘化 4 年）9 月 3 日に高知城下小高坂河原町、今の高知市桜馬場・
小津町に譜代若党・手嶋俊蔵1の三男として誕生した。幼名を竹馬といい、功、太左衛門と
改名して、20 歳頃の名前である「嚴夫」が、最終的な本名となった。手嶋家から宮地家に























兼務、1915 年に大礼使事務官兼務、1918 年 6 月 15 日の死去に伴い、主席掌典を兼務のま




































 手嶋俊蔵 ：武市瑞山、宮地常磐、宮地一族と兄弟弟子。 












られ、授業はおよそ午前 8 時頃から午後 2 時頃まで行われていた10。宮地嚴夫は、往年を回
顧して 
 
















































大久保青素は「宮地嚴夫先生の小傳 附たり逸話」において 1872 年に宮地嚴夫が「神祇
伯白川資則氏の書生となり」16と紹介している。しかし、宮地嚴夫が指導を受けたのは、「白
川資則」ではなく「白川資訓」であった。また、神祇官は 1871 年に廃官となっているので、
宮地が入門した 1872 年の時点で、神祇伯という役職はない。 



















































 平田篤胤：1776 年生―1843 年没。 
 平田鐡胤：1799 年生―1880 年没。宮地嚴夫と初面会 1872 年。 
 平田延胤：1828 年生―1872 年没。 
 平田盛胤：1863 年生―1946 年没。 













 まず、注目すべきは、教導職の学習科目であろう。1872 年 8 月 8 日太政官第 220 号達に
よって全ての神官が教導職に補されている27。宮地嚴夫もこれに漏れず、神官兼教導職であ
った。 











正・権訓導 三条教憲と十一兼題の中から 1 題選択してその説明ができる学力。 
正・権少講義 三条教憲の内 1 条を説教でき、十一兼題の内 2 題を選択し説明、さらに
十七兼題の内 1 題を選択し説明できる学力 















     教則 
      第一条 
  一 敬神愛国ノ旨ヲ体スヘキ事 
      第二条 
  一 天理人道ヲ明ニスヘキ事 
      第三条 









⑭文明開化説、⑮政体各種説、⑯役心役形説、⑰権利義務説の 17 説をさす31。 










教部省解体直後であるが、偶 『々日誌』が残っていた 1877 年における宮地嚴夫（31 歳当
時）の説教の内容を整理すると、表 2 となる。 
 
表 2 1877 年の宮地嚴夫の説教内容の判明分。 
月日 説教内容。 
3 月 26 日 「大祓詞」 
4 月 4 日 「大祓詞」 
4 月 14 日 「遡原」（『天道遡原』） 
4 月 17 日 「教院大祭式ニ関ル説教」 
4 月 27 日 「迷悟」 
5 月 4 日 「大祓詞」 
5 月 27 日 「感応」 
6 月 4 日 「大祓詞」 
6 月 9 日 「天地開闢の大略」 
7 月 5 日 「教諭妙法」、「天地開闢ノ説」 
7 月 6 日 「天地開闢人間ノ事且高天原神魂帰着」 
7 月 7 日 「西洋ノ孝子」 
7 月 8 日 「信刕山分ノハナシ、天地開闢及ヒ人間学校ノ事」 
8 月 4 日 「般若心経」 
8 月 7 日 「自省ノ義」 
8 月 17 日 「一念ノ不動」 
9 月 4 日 「般若心経」 
9 月 11 日 「陰隲録」 
9 月 14 日 『古史成文』（九段目） 
9 月 15 日 「佛法」 
9 月 16 日 「佛及ビ人ノ云義」 
21 
 
9 月 17 日 「大祓の詞」「人心ノ雲ヲ払フベキノ説」 
10 月 4 日 『大道本義』 
10 月 9 日 「鈴鹿山鬼丸ノ談、真言扇折の談、天地泉ト人ノ訓義ヲ五元」 
10 月 17 日 「敬神愛国」 
10 月 27 日 「自省ノ義」 
11 月 24 日 『大道本義』 
12 月 4 日 『大道本義』 
12 月 17 日 「性情」 
12 月 19 日 「大国主大神ノ御傳」 
【出典及び注記】宮地神社所蔵門外不出指定書・宮地嚴夫『日誌』及び黒田宗篤『宮地嚴夫






























































































































































当時の宮内大臣は、土佐勤王党出身の土方久元（任期 1887 年～1898 年）で、その後

































































例えば 1908 年、宮内省御歌所長・高崎正風は、イギリス人のゴルドン夫人（Gordon, 










































4 黒田宗篤『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）18 頁～22 頁  
参照。 
5  大久保青素「宮地嚴夫先生の小傳 附たり逸話」宮地嚴夫著・宮地青丘編『本朝神仙記
傳』朱鳥社（2001 年）11 頁引用。 
6 森繁夫『人物百談』（1943 年）393 頁引用。 
7 森繁夫『人物百談』（1943 年）392 頁～394 頁参照。 
8 宮地常磐及び宮地嚴夫の入門については、それぞれ平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤 
胤全集 別巻』名著出版（1981 年）の 381 頁、355 頁で確認できる。当時の宮地常磐
は、「宮地上野」、宮地嚴夫は「手嶋太左衛門」を名乗っていた。 
9 近藤喜博編『白川家門人帳』白川家門人帳刊行会（1972 年）496 頁参照。 
10 高知市役所編『高知市史』名著出版（1973 年）259 頁～262 頁参照。 
11 宮地嚴夫「追懐録」愛媛縣大洲中學校豫章会編『矢野玄道先生略傳』（1915 年）162 頁 
引用。 
12 黒田宗篤『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）13 頁～14 頁  
参照。 
13 引用文中にある割注は『矢野玄道先生略傳』の編集者が略したものである。 
14  宮地嚴夫「追懐録」愛媛縣大洲中學校豫章会編『矢野玄道先生略傳』（1915 年）162 頁 
～163 頁引用。 
15 宮地嚴夫「追懐録」愛媛縣大洲中學校豫章会編『矢野玄道先生略傳』（1915 年）163 頁  
参照。 
16 大久保青素「宮地嚴夫先生の小傅 附たり逸話」宮地嚴夫著・大久保千濤編『本朝神仙  






18『全国神職会会報 第 236 号』（1918 年）51 頁引用。 
19 拙著『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）35 頁～39 頁参 
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照。 
20 拙著『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）195 頁参照。 
21 安丸良夫・宮地正人校注『宗教と国家』岩波書店（1988 年）294 頁引用。 
22 拙著『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）54 頁参照。 
23 宮地嚴夫『国体之義ニ付上申案』（時期不詳）20 丁裏引用。 
24 宮地嚴夫「和歌の大病」『わか竹 第 2 巻第 11 号』（1909 年）14 頁～15 頁引用。 
25 高知県人名事典編集委員会編『高知県人名事典』高知市民図書館（1971 年）353 頁な
どを参照。 
26 伊藤裕『大壑平田篤胤傳』錦正社（1973 年）298 頁引用。 
27 阪本健一『明治神道史の研究』国書刊行会（1983 年）68 頁、『法令全書（第 5 巻―
１）』原書房（1974 年）172 頁参照。 
28 小川原正道『大教院の研究 明治初期宗教行政の展開と挫折』慶應義塾大学出版会 
（2004 年）48 頁～49 頁、阪本健一『明治神道史の研究』国書刊行会（1983 年）68
頁、『法令全書（第 5 巻―1）』原書房（1974 年）93 頁参照。 
29 小川原正道『大教院の研究 明治初期宗教行政の展開と挫折』慶應義塾大学出版会 
（2004 年）49 頁～50 頁参照。 
30『法令全書（第 5 巻―2）』原書房（1974 年）1288 頁～1289 頁迄引用。 
31 小川原正道『大教院の研究 明治初期宗教行政の展開と挫折』慶應義塾大学出版会 
（2004 年）50 頁、阪本健一『明治神道史の研究』国書刊行会（1983 年）69 頁～70 
頁、『法令全書（第 7 巻―2）』原書房（1975 年）1200 頁～1202 頁参照。 
32 三宅守常編『三条教則衍義書資料集』上巻、錦正社（2007 年）1 頁参照。 
33 神宮教院より出版された三条教憲、十一兼題、十七兼題関係の著作は、『増補大神宮叢 
書 19 神宮教院大成』吉川廣文館（2012 年）に大部分が収録されている。ここで取り
上げられている神道論は、後年の宮地嚴夫が『神道要領』などで利用している。 
34『増補大神宮叢書 19 神宮教院大成』吉川廣文館（2012 年）805 頁～807 頁収録。 
35『増補大神宮叢書 19 神宮教院大成』吉川廣文館（2012 年）795 頁～804 頁収録。 
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 宮地嚴夫と宮地常磐の関係を大まかに整理すると、表 1 となる。 
 
表 1 宮地嚴夫と宮地常磐との関係を比較 
比較事項 宮地嚴夫 宮地常磐 
生没年 西暦 
    和暦 
1847 年生～1918年没 
弘化 4年生～大正 7 年没 
1819 年生～1890年没 
文政 2年生～明治 23 年没 




平田門下 兄弟子 弟弟子 






















宮地常磐１５は、1819 年（文政 2 年）11 月 15 日に天満宮神主・宮地美作重章の嫡男と
して土佐国潮江村に生まれた。常磐の生家は、潮江天満宮系宮地氏の本家で、士籍を有し、
「天満宮神主」として代々天満宮祭祀の長、今でいう「宮司」職を世襲する家柄であった。





















  一 萬葉集古義品物考原本   一 豊岡神社縁起集記 
一 磐土神社縁起    一 石鎚神社神名考 
一 塩竈神社祭神考   一 異境物語是レハ著書ノ部ニ入ルヘキ作ニアラス 
  右五部ヲ著ハス在世時常磐主貸シ失フ実ニ遺憾ナリ１８ 
 










3 部目の『異境物語』については、『宮地神道大系 第 1 巻』に翻刻されたものが収録
されているが、原本については筆者の調査では見出し得なかった２０。なお、この『宮地神











































































 常磐は、『石鎚神社考』執筆後の 1870 年に脳卒中を起こして、手足が不自由になった。




































































再来の著作は、1945 年の米国軍爆撃機 B－29 による高知大空襲で大部分が焼け、焼け
残ったものについても所在がわかっていない。筆者が知る再来の著書は、『宮地神道大系 
第 1 巻』及び『神仙秘書』、『鴻濛字典』３４に収録されている内容に限定される。 






定した。1867（慶応 3 年）から 1871年（明治 4 年）までの時期をⅠ期、1876年（明治 9
年）から 1883 年（明治 16年）までをⅡ期、1884 年（明治 17年）から 1888年（明治 21
年）迄をⅢ期、1889 年（明治 22 年）以降をⅣ期、成立時期が不詳の著作を時期不詳と区
分する。 
 
表 2 宮地再来の著作リスト。 
期間 著作名 





































 表 1 は、再来の 20 年分の著作なので、残りの 1889 年（明治 22 年）から 1904 年（明
治 37 年）までの約 15年分の著書については、不詳である。 
































































































































































































































２ 星野輝興「平田翁最後の御目的」『國學院雑誌 第 39 巻第 9 号』（1932年）55 頁引用。 
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６ 平田篤胤「赤縣太古傳」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8巻』名著出
版（2001 年）364 頁引用。 
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３８ 平尾道雄「平田学派と土佐を考える」『土佐史談 復刊第 66号通巻 145 号』（1977 年）
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４５ 平田篤胤、前掲「黄帝傳記」809 頁～810 頁参照。 
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年）232 頁引用。 
４９ 平田篤胤、前掲「黄帝傳記」811 頁参照。 
５０ 平田篤胤、前掲「赤縣太古傳」379頁引用。 
５１ 国立歴史民俗博物館編、同所刊行の『明治維新と平田国学』（2004 年）14 頁引用。 
５２ 平田家の秘部書については前掲『平田神道の研究』292 頁～294 頁参照。 
５３ 友清歓眞『神界の経綸と天行居の出現』神道天行居（1933 年）456 頁参照。 
５４ 代表的なものとして前掲の小林健三『平田篤胤の研究』、若松信爾による「東洋の學藝 
日本の神仙思想と道教との牽連関係 宮地神仙道に於ける『霊胎凝結口伝』を中心にし
て」『東洋文化 第 99号』無窮会（2007 年）などの宮地神仙道研究がある。 
５５ 宮地堅磐「発刊の辞」『土佐の海 第 1 号』（1896年）2 頁引用。 
５６ 前掲『家蝶』より引用。破損のため丁数不明。  
５７ 色川大吉、我部政男 監修『明治建白書集成 第 7巻』筑摩書店（1997年）215 頁引
用。 
５８ 前掲『潮江天満宮と神道宮地学』156 頁～157 頁引用。 
５９ 宮地堅磐「好道意言」前掲『宮地神道大系 第 1 巻』60頁引用。 
６０ 宮地堅磐「夢記」前掲『宮地神道大系 第 1 巻』300頁引用。 
６１ 宮地再来（中和）「異境備忘録」前掲『宮地神道大系 第 1巻』255頁引用。 
６２ 岸野俊彦「紀州藩平田派国学者三沢明の思想的特徴」『名古屋自由学院短期大学研究紀












地嚴夫研究 1 ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）に纏めた。彼の生涯を検証し













































 ①「太古」史の記述に約 50 冊を予定していたこと。 
 ② 内容は、数十年間講究研磨したものであること。 
  ③「世界は遂に統一に帰すべき」という未来予想が採用されていること。 
 ④ 参考文献は、「我上古の神典を基礎とし世界に所在古伝神話と称するもの迄も参輯」
したものであること。 
 ⑤ 平易な語を用いて談話体にすること。 










と、明治 10 年代頃がそれにあたる。 
 宮地神社によると8、宮地嚴夫が、世界の歴史を纏ようとする企図を述べた現存する史料







 それから 2 年後の史料ではあるが、同神社所蔵の宮地嚴夫の 1879 年（明治 12 年）1 月
15 日付けの自筆願文には、「願くば神明の恩頼を蒙り、帝道唯一の道を奉じ、宇内の道の
教を一定せん」（原漢文）と記されていた9。平田家の門人であった宮地が、平田篤胤の提




























は、1876 年（明治 9 年）の時点で宮地嚴夫が驚嘆するほどの玄学の知識を有していた13。
本稿第 3 章でも示したが、宮地再来は明治初期の段階で平田学説を補完している。 








  太乙小子 泰乙元君 少童君 青真小童君  
東華方諸青童君 青君 泰一小子  















































































































































 宮地嚴夫がスペンサー（Herbert Spencer, 1820 年生－1903 年没）の社会進化論に言及
した現存する史料上の初見は、管見ではあるが 1886 年（明治 19 年）の神宮教の機関紙
『教報』に掲載された宮地嚴夫の演説筆記「奉教自由ノ真意」の中で確認できた。 
 神宮教の首脳であった宮地嚴夫は、1886 年 10 月 10 日に行った「奉教自由ノ真意」と
いう演題でスペンサーにかかわる演説を行った。その内容が機関紙『教報』において、複
数回に分割される形で掲載されたことにより、確実な証拠として提示できる。 
ただし、筆者が調査を行った 2014 年 10 月現在において『教報』を所蔵している公共機
関は東京大学大学院法学政治学研究科附属近代日本法政史料センター  (明治新聞雑誌文

















講演のあった 1886 年（明治 19 年）10 月までの「奉教自由ノ真意」の内容にかかわる
スペンサーの日本語訳による著作を検討すると、可能性として『道徳之原理』（1883 年刊
行）、『哲学原理』（1884 年刊行）、『宗教進化論』（1886 年 6 月刊行）などの著作及びスペ































































































































































































































平田篤胤の学説を継承して、1891 年（明治 24 年）に脱稿した「君子不死国考」において
その旨を言及している71。 







































































































































































































































































































































































官が、1871 年に太政官下の神祇省に格下げとなった。翌 1872 年に神道専属の官衙であっ
た神祇省が廃止されて神仏合同の教部省に格下げとなり、1877 年には内務省の一部局に
過ぎない社寺局に格下げされた。1882 年には、神宮官国幣社所属の神官の教導職兼務が禁
止され、1884 年 8 月 11 日の太政官布達第 19 号において国家による教導職制度そのもの
が完全に廃止された127。つまり、神道は、国家によって順次切り捨てられていったといえ
る。 
 政府の対キリスト教政策に注目すると、1868 年 3 月 15 日に太政官より出された「五榜
の掲示」に示されているとおり、キリスト教は新政府下においても禁教とされた。そして、
政府は「キリスト教対策および国民教化を神祇官に担わせる」128という意図を含みつつ、
1869 年７月 8 日に神祇官の長官職である神祇伯の職掌に「監宣教」を加え、同年 9 月 29
日に宣教使を設置、翌月の 10 月 9 日に宣教使を神祇官付属とするという対キリスト教用
の政策を実行していった129。1872 年に教部省が設置されるに至っても、 
 

























































































































































た宗派闘争を経て 1648 年に締結されたキリスト教国の国際的なコンセンサスであった141。 
































































































の『土佐ノ海 第 24 号』に掲載された演説記録「宮地氏演説の大要（三）」にある。ただ、
これにも問題があって実際に宮地嚴夫が演説した時期については、不詳とせざるをえなか




















る。（3 頁～4 頁） 
Ⅴ 人類が自宗に「偏信」することなく、「天の神の定めた道」を奉じるようにする。それ
に当たっては、ただ一通りの天地の「真理」に基づいて、「支那の儒教天竺の仏教其他



























































































































































































































































































という 300 年や 500 年といった未来であろうと予測している。ここから、宮地嚴夫の考え
る本来の「大教法」構想は、数百年先の未来を見据えたものであって、当今においては、
急激に進める方針ではなかったといえる。 






































































 ただ、明治 10 年代初頭の「大地球全書」が構想された時期及び 1886 年の「奉教自由ノ
真意」発表時点で⑤が設定されていたか否かは不詳である。 






































 明治 10 年代当初に企画された「大地球全書」は、「太古、中古、今世」という全ての時
代を執筆する予定であった。ところが、最終構想の『世界太古傳実話』においては、「太古」
のみを扱っている。 
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13 前掲『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）84 頁参照。 
14 平田篤胤「黄帝伝記」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版
（2001 年）819 頁引用。 
15 宮地再来「神仙順次傳」前掲『宮地神道大系 第 1 巻』宮地神社奉賛会（1993 年）
107 頁引用。 
16 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6 巻』名著出版
（2001 年）229 頁参照。 
17 若松信爾は、「平田学派における神道・道教習合の一側面―少彦名神と青童君を中心と




討は、同書の第 10 章参照のこと。 
18 平田篤胤「黄帝傳記 中巻稿」前掲『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』811 頁引用。 
19 同上。 
20 前掲『宮地嚴夫研究 1 ―その半生について―』84 頁～85 頁参照。 
21 前掲『宮地神道大系 第 1 巻』、『寿書 外編第 2 巻』（1927 年）、『寿書 外編第 4
巻』（1929 年）、『寿書 外編第 5 巻』（1930 年）、大宮司朗『玄学 道術 秘伝 神仙
秘書』八幡書店（1999 年）。 
22 宮地直一「本朝神仙記傳の後に誌す」宮地嚴夫著・宮地青丘編『本朝神仙記傳』朱鳥社
（2001 年）86 頁引用。 
23 神崎一作「本朝神仙記傳序」宮地嚴夫著・宮地青丘編『本朝神仙記傳』朱鳥社
（2001）より引用。頁数無し。 
24 星野輝興「平田翁最後の御目的」『國學院雑誌 第 38 巻第 9 号』（1932 年）55 頁引
用。 
25 新田均『近代政教関係の基礎的研究』大明堂（1997 年）73 頁引用。 
26 藤井貞文『江戸国学転生史の研究』吉川廣文館（1987 年）106 頁参照。 
27 「解題」『増補大神宮叢書 19 神宮教院大成』吉川廣文館（2012 年）21 頁、24 頁な
どを参照。 
28 伊藤裕『大壑平田篤胤傳』錦正社（1973 年）311 頁引用。 




29 前掲『大壑平田篤胤傳』310 頁～311 頁参照。 
30 秋田県秋田市手形大沢の平田篤胤の墓石前にある石柱に刻まれた生田萬の評。 
31 碧川好尚「太昊古易傅序」『新修平田篤胤全集 第 14 巻』名著出版（1977 年）19 頁
～20 頁引用。 
32 東京大学史料編纂所『保古飛呂比 佐佐木高行日記 10』東京大学出版会（1978 
年）100 頁～101 頁引用。但し読みやすさを考慮して片仮名は平仮名に直した。 
33 宮地嚴夫「神道要領」『全国神職会会報 第 63 号』（1904 年）15 頁引用。 
34 黒田宗篤『宮地嚴夫研究 1 ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）129 頁～
133 頁参照。 
35 宮地嚴夫『世界太古傳実話』（1914 年）広告のため頁数無し。 
36 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 2 号』神宮教院内報道局（1886 年）10 頁引用。 
37 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）8 頁引用。 
38 日本におけるスペンサー受容については、すでに山下重一が『スペンサーと日本近
代』御茶の水書房（1983 年）にまとめている。 
39 「宮地氏演説の大要（四）」『土佐の海 第 28 号』（1899 年）4 頁～5 頁参照。 
40 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）8 頁引用。 
41 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）9 頁引用。 
42 宮地嚴夫の演説の一端については、黒田宗篤『宮地嚴夫研究１ ―その半生について
―』玉廼舎塾（2011 年）の年表を参照のこと。 
43 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）8 頁引用。 
44 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 2 号』神宮教院内報道局（1886 年）12 頁引用。 
45 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）8 頁引用。 
46 斯辺鎖（スペンサー）著・山口松五郎訳『哲学原理 上巻之 1-3』（1884 年）134 頁引用。 
47 斯辺鎖 (スペンサー)著・山口松五郎訳『哲学原理. 上巻之 1-3』（1884 年）135 頁引
用。 
48 斯辺鎖（スペンサー）著・山口松五郎訳『道徳之原理』（1884 年）第 9 篇 83 頁～84 
頁引用。 
49「宮地氏演説の大要（三）」『土佐の海 第 24 号』（1898 年）3 頁～4 頁引用。長文にわ
たる故、句読点は筆者が付した。 
50 鮎沢信太郎「幕末の国学界に利用された泰西地理学」『横浜大学論叢 第 3 巻第 4 号』
（1951 年）Ⅲ4－25～Ⅲ4－33 参照。 
51 宮地嚴夫「外人の問に答へたる神道（華族会館に於て）」『全国神職会会報 第 136
号』（1910 年）5 頁～6 頁引用。 
52 浦田長民「大道本義」『増補大神宮叢書 19 神宮教院大成』吉川廣文館（2012 年）
417 頁引用。 
53 斯辺鎖（スペンサー）著・山口松五郎訳『哲学原理. 上巻之 1-3』（1884 年）137 頁引
用。 
54 同上書、136 頁～138 頁参照。 
55 平田篤胤「毎朝神拝詞」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 6 巻』名著出
版（1977 年）630 頁～637 頁参照。 
56 平田篤胤「神道玄妙論」『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版（1976 年）97 頁引
用。 
57 平田篤胤「勝五郎再生記聞」平田篤胤著・子安宣邦校注『仙境異聞・勝五郎再生記
聞』岩波書店（2000 年）388 頁引用。 





59 同上書、136 頁～138 頁参照。 
60 斯辺撤（スペンサー）著・高橋達郎訳『宗教進化論』（1886 年）23 頁～24 頁引用。 
61 平田篤胤「古道大意上」前掲『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版（1976 年）14
頁～15 頁引用。 
62 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）9 頁引用。 
63 同上。 
64 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）9 頁引用。 
65 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）8 頁～9 頁参
照。 
66 斯辺撤（スペンサー）著・高橋達郎訳『宗教進化論』（1886 年）25 頁引用。 
67 斯辺撤（スペンサー）著・高橋達郎訳『宗教進化論』（1886 年）26 頁引用。 
68 平田篤胤「太昊古易傅」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14 巻』名著
出版（1977 年）28 頁～29 頁参照。 
69 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 6 巻』名著出版
（2001 年）18 頁～30 頁参照。 
70 平田篤胤「大道或問」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出
版（2001 年）82 頁引用。 
71 宮地嚴夫「君子不死国考」宮地嚴夫著・宮地青丘編『本朝神仙記傳』朱鳥社（2001
年）46 頁参照。 
72 宮地嚴夫による「倭錦唐錦」は、1892 年に『明治會叢誌』の第 45 号～第 47 号におい
て連載し、1898 年に「本邦古代の制度一般」『明治會叢誌 第 101 号』、「本邦古代の
船舶」『明治會叢誌 第 102 号』、「本邦古代の進歩」『明治會叢誌 第 103 号』、1901
年に「本邦古代の硝子」『国光 第 231 号』をそれぞれ発表している。 
73 宮地嚴夫『世界太古傳実話』会通社（1914 年）12 頁～14 頁参照。 
74 宮地嚴夫『世界太古傳実話』会通社（1914 年）15 頁～17 頁引用。 
75 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）9 頁引用。 
76 平田篤胤著・山田孝雄校訂『古史徴開題記』岩波書店（1936 年）234 頁参照。 
77 平田篤胤「赤縣太古傳 巻之一」『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版（1976
年）359 頁～385 頁参照｡ 
78 張君房編・李永晟校点『雲笈七籤 三』中華書局（2003 年）1326 頁～1327 頁引用。 
79 前掲「赤縣太古傳 巻之一」375 頁参照。 
80 渡辺重石丸『天之御中主神考』（1873 年）3 丁裏引用。 
81 宮地再来（堅磐）「玄道或問」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 
第 1 巻』宮地神社奉賛会（1991 年）302 頁及び 305 頁参照。 
82 倉野憲司校注『古事記』岩波文庫（1863 年）18 頁引用。 
83 倉野憲司校注『古事記』岩波文庫（1863 年）18 頁、214 頁参照。 
84 平田篤胤「赤縣太古傳 巻之一」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8
巻』名著出版（1976 年）375 頁～380 頁参照。 
85 高知市史編纂委員会編 『高知市史 上巻』高知市(1958 年) 543 頁引用。 
86 前掲『高知市史 上巻』544 頁～545 頁引用。 
87 前掲『高知市史 上巻』541 頁引用。 
88 前掲『高知市史 上巻』544 頁引用。 
89 前掲『高知市史 上巻』544 頁引用。 
90 前掲『高知市史 上巻』541 頁引用。 
91 坂出祥伸「江戸時代の神道家・大神貫道著『養神延命録』について―道教内丹説にも




92 浅野三平「大江文坡の生涯と思想」京都女子大学国文学会『女子大國文 第 32 号』
1964 年）44 頁～45 頁参照。 
93 吉田兼倶著「唯一神道名法要集」にみられる思想。吉田兼倶「唯一神道名法要集」『日
本思想大系 19 中世神道論』岩波書店（1977 年）234 頁～235 頁参照。 
94 前掲『宮地嚴夫研究 1 ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）95 頁～97 頁参
照。 
95 浦田長民「大道本義」『増補大神宮叢書 19 神宮教院大成』吉川廣文館（2012 年）
416 頁引用。 
96 佐伯有義「平田翁の学説と其の効果」『國學院雑誌 第 39 巻第 9 号』（1932 年）48 頁
～58 頁及び林房雄『現代語訳 大西郷遺訓』新人物往来社（2010 年）49 頁参照。 
97 林房雄『現代語訳 大西郷遺訓』新人物往来社（2010 年）47 頁引用。 
98 宮地嚴夫「追懐録」愛媛県大八洲中学校予章会編『矢野玄道先生略傳』（1915 年）163
頁参照。 
99 平田篤胤「赤縣太古傳 巻之一」『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版（1976
年）380 頁引用。 
100 宮地嚴夫『世界太古傳実話』会通社（1914 年）1 頁～3 頁参照。 
101 本居宣長については、三上参次「本居宣長先生の内外本末の説に就て」『国学院雑誌 
第 36 巻第 9 号』（1930 年）6 頁を参照。 
102 平田篤胤「毎朝神拝詞」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 6 巻』名著
出版（1977 年）632 頁～633 頁引用。 
103 黒田宗篤『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）166 頁～
167 頁及び『教報 第 3 号』（1886 年）11 頁、雑報欄参照。 
104 黒田宗篤『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）165 頁引
用。 
105 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 2 号』神宮教院内報道局（1886 年）10 頁引用。 
106 宮地嚴夫『国体之義ニ付上申案』16 丁裏引用。 
107 前掲『国体之義ニ付上申案』16 丁裏～18 丁表参照。 
108 宮地嚴夫「人は常に至誠ならさる可からず（承前）」『明治會叢誌 第 89 号』（1896 
年）10 頁引用。 
109 前掲「人は常に至誠ならさる可からず（承前）」11 頁引用。 
110 前掲「人は常に至誠ならさる可からず（承前）」11 頁引用。 
111 宮地嚴夫「海嘯地震暴雨洪水等に就て」『明治會叢誌 第 93 号』（1896 年）16 頁～
17 頁引用。 
112 平田篤胤の易研究は、平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14 巻』名著
出版（1977 年）に収録されている。 
113 碧川好尚「太昊古易傅序」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14 巻』
名著出版（1977 年）18 頁参照。 
114 平田篤胤「太昊古易傅」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14 巻』名
著出版（1977 年）40 頁～41 頁参照。 
115 宮地嚴夫『国体之義ニ付上申案』2 丁表引用。 
116 平田篤胤「三五本圀考」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著
出版（2001 年）672 頁引用。 
117 佐藤球 校註『校注 大鏡』（1922 年）40 頁引用。 
118 川嶋孝周『易学案内 皇極経世書の世界』明徳出版社（2006 年）51 頁、山下龍二
「徂徠『論語徴』について（三）」『名古屋大学文学部三十周年記念論集』（1978 年）  
489 頁、本居宣長著、村岡典嗣校正『玉勝間 下巻』岩波書店（1958 年）55 頁～57
頁参照。 





120 川嶋孝周『易学案内 皇極経世書の世界』明徳出版社（2006 年）257 頁参照。 
121 神崎一作「本朝神仙記傳序」『本朝神仙記傳 上之巻』（1928 年）より引用。頁数な
し。 
122 宮地嚴夫『世界太古傳実話』会通社（1914 年）6 頁引用。 
123 宮地嚴夫『世界太古傳実話』会通社（1914 年）5 頁～6 頁引用。 
124 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）8 頁引用。 
125 金子堅太郎著・大淵和憲校注『日本憲法史叢書 欧米議員制度取調巡回記』信山社
（2001 年）102 頁引用。 
126 新田均『近代政教関係の基礎的研究』大明堂（1997 年）第 1 章～第 3 章及び戸波祐
之『明治初期の教化と神道』弘文堂（2013 年）252 頁～253 頁参照。 
127 宮地正人「宗教関係法令一覧」安丸良夫・宮地正人校注『宗教と国家』岩波書店
（1988 年）425 頁～482 頁参照。 
128 国学院大学日本文化研究所編『神道事典』弘文堂（1994 年）143 頁引用。 
129 前掲『神道事典』141 頁、143 頁、778 頁～781 頁、阪本健一『明治神道史の研究』
国書刊行会（1983 年）6 頁～18 頁参照。 
130 明治 5 年 3 月 14 日付「神祇省ヲ廃シ教部省ヲ置ク」（『太政類典・第二編・自明治四年至明
治十年・第十八巻・官制五・文官職制五』国立公文書館所蔵、リール番号：002800、請求番
号 本館-2A -009-00・太 00240100）より引用。 
131 宮地嚴夫『国体之義ニ付上申案』（時期不詳）19 丁表～裏引用。 
132 安丸良夫・宮地正人校注『宗教と国家』岩波書店（1988 年）552 頁参照。 
133 前掲『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）150 頁引用。 
134 神宮教院内報道局『教報 第 6 号』（1886 年）1 頁～2 頁引用。 
135 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）7 頁引用。 
136『会通雑誌 第 3 号』（1885 年）7 頁引用。 
137 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）7 頁引用。 
138 黒田宗篤『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）139 頁引
用。 
139 前掲『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』140 頁引用。 
140 宮地嚴夫『国体之義ニ付上申案』（時期不詳）20 丁表参照。 
141 大西仁「ナショナリズムとアナーキズム ―ウエストファリア・システムにおける国
際規範の一考察―」『国際関係思想 第 69 号』（1981 年）23 頁参照。なお、ヴェスト
ファーレン条約とは、オスナブリュック条約とミュンスター条約の総称である。（山
本文彦「一六四七年ヴァストファーレン条約に関する一試論 ―オスナブリュック条
約の解釈とその歴史的意義をめぐって―」『北大文学研究科紀要 第 139 号』（2013
年）139 頁～140 頁参照。） 
142 山本文彦「一六四七年ヴァストファーレン条約に関する一試論 ―オスナブリュック
条約の解釈とその歴史的意義をめぐって―」『北大文学研究科紀要 第 139 号』（2013






紀における慣習国際法の研究―』成文堂（2013 年）第 8 章を参照のこと。 
145 松井芳郎・佐分晴夫・薬師寺公夫・松田竹男・田中則夫・岡田泉『国際法〔第 3
版〕』有斐閣（1999 年）10 頁～11 頁参照。 





―』成文堂（2013 年）326 頁参照のこと。 
147 川崎剛「第 3 章 国際構造と戦後日本の安全保障政策」吉川元・加藤普章編『国際政
治の行方 ―グローバル化とウェストファリア体制の変容―』ナカニシヤ出版（2004
年）75 頁参照。 
148 宮地嚴夫『国体之義ニ付上申案』（時期不詳）24 丁表引用。 
149 前掲『国体之義ニ付上申案』20 丁表～裏引用。 
150 前掲『国体之義ニ付上申案』24 丁表引用。 
151 前掲『国体之義ニ付上申案』20 丁表引用。 
152 平田篤胤「大道或問」『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版（1976 年）83 頁引
用。 
153 前掲『国体之義ニ付上申案』20 丁表引用。 
154 氏名不詳「宮地氏演説の大要（三）」『土佐の海 第 24 号』（1898 年）1 頁引用。 
155「宮地嚴夫先生の講演」『土佐の海 第 9 号』（1897 年）32 頁参照。 
156「宮地氏演説の大要（三）」『土佐の海 第 24 号』（1898 年）3 頁～5 頁参照。 
157 斯辺撤（スペンサー）著・高橋達郎訳『宗教進化論』（1886 年）10 頁引用。 
158 斯辺鎖（スペンサー）著・山口松五郎訳『哲学原理. 上巻之 1-3』（1884 年）70 頁～
71 頁引用。 
159 斯辺撤（スペンサー）著・高橋達郎訳『宗教進化論』（1886 年）22 頁引用。 
160 斯辺撤（スペンサー）著・高橋達郎訳『宗教進化論』（1886 年）49 頁～50 頁引用。 
161 平田篤胤「赤縣太古傳」『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版(1976 年)380 頁引用。 
162 平田篤胤「古道大意」『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版（1976 年）41 頁～
42 頁引用。 
163 前掲「古道大意」41 頁引用。 
164 前掲「古道大意」41 頁引用。 
165 前掲『世界太古傳実話』会通社（1914 年）20 頁～21 頁引用。 
166 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 2 号』神宮教院内報道局（1886 年）12 頁引用。 
167 平田篤胤「毎朝神拝詞」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 6 巻』名著
出版（1977 年）635 頁引用。 
168 平田篤胤「古道大意」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版
（1976 年）69 頁引用。 
169 平田篤胤「赤縣太古傳 巻之一」『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版（1976
年）375 頁引用。 
170 国立歴史民俗博物館編、同所刊行の『明治維新と平田国学』（2004 年）14 頁参照。 
171 宮地再来「玄道或問」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 第 1
巻』宮地神社奉賛会（1991 年）307 頁～308 頁引用。但し、割注は（ ）で括り一行
書きとし、句読点をつけた。但し、句読点をつけた。 
172 宮地再来「玄道或問」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 第 1
巻』宮地神社奉賛会（1991 年）306 頁引用。 
173 国立国会図書館所蔵、宮地再来（堅磐）「霊胎凝結口伝」『寿書 外篇第 4 巻』天行居
斎主寮（1929 年）117 頁～118 頁引用。 
174 国立国会図書館所蔵、宮地再来（堅磐）「霊胎凝結口伝」『寿書 外篇第 4 巻』天行居
斎主寮（1929 年）118 頁引用。 
175 宮地嚴夫「魂と魄との話」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 第
1 巻』宮地神社奉賛会（1991 年）360 頁～361 頁引用。 
176 宮地嚴夫「神道大要」黒田宗篤『宮地嚴夫著『本朝神仙記傳』について』玉廼舎塾




177 宮地嚴夫著・宮地青丘編『本朝神仙記傳』朱鳥社（2001 年）上之巻 49 頁～50 頁引用。 
178 平田篤胤「古道大意」『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版（1976 年）14 頁引
用。 
179 平田篤胤「赤縣太古傳」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著
出版（1976 年）380 頁引用。 
180 斯辺鎖(スペンサー)著・山口松五郎訳『哲学原理. 上巻之 1-3』（1884 年）60 頁引
用。 
181 平田篤胤著・山田孝雄校訂『古史徴開題記』岩波書店（1936 年）182 頁引用。 
182 平田篤胤著・山田孝雄校訂『古史徴開題記』岩波書店（1936 年）182 頁引用。 
183 前掲『古史徴開題記』321 頁引用。 
184 鎌田東二『平山省斎と明治の神道』春秋社（2002 年）136 頁～137 頁参照。 
185「宮地氏の演説の大要（四）」『土佐の海 第 28 号』（1899 年）2 頁引用。 
186「宮地氏の演説の大要（二）」『土佐の海 第 23 号』（1898 年）2 頁引用。 
187「宮地氏の演説の大要（二）」『土佐の海 第 23 号』（1898 年）4 頁参照。 
188「宮地氏の演説の大要（四）」『土佐の海 第 28 号』（1899 年） 2 頁～3 頁参照。 
189 宮地嚴夫『日本国家学談 一名侯爵会談話』（1893 年）4 頁引用。 
190 宮地嚴夫『日本国家学談 一名侯爵会談話』（1893 年）5 頁引用。 
191 宮地嚴夫『国体之義ニ付上申案』20 丁表引用。 
192 宮地嚴夫『国体之義ニ付上申案』18 丁裏～19 丁表引用。 
193 宮地嚴夫「我帝国の膨張力」『明治會叢誌 第 85 号』（1896 年）7 頁引用。 
194 以下、本文においては『日本国家学談』と略記する。 
195 宮地嚴夫『日本国家学談 一名侯爵会談話』（1893 年）5 頁引用。 
196 黒田宗篤『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）166 頁引
用。 
197 柴田鳩翁（1783 年生―1839 年没）と中沢道二（1725 年生―1803 年没）。 
198 宮地嚴夫「神職教職諸君に議る」『全国神職会会報 第 86 号』（1906 年）7 頁引用。 
199 前掲「神職教職諸君に議る」6 頁～7 頁引用。 
200 神宮文庫所蔵 11 月 12 日付浦田長民宛・宮地嚴夫書簡引用。 
201 大久保青素「宮地嚴夫先生の小傅 附たり逸話」宮地嚴夫著・大久保千濤編『本朝神
仙記傳 下之巻』（1929 年）25 頁。 
202 宮地嚴夫『世界太古傳実話』会通社（1914 年）30 頁引用。 
203 宮地嚴夫「明治四十二年十月三十日 勅語奉読会ニ於テ 宮地嚴夫君講演」宮地青丘
監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 第 1 巻』宮地神社奉賛会（1991 年）
379 頁～380 頁引用。 
204 宮地嚴夫「四千万の我同胞に望む」『明治會叢誌 第 68 号』（1894 年）1 頁引用。 
205 宮地嚴夫『世界太古傳実話』会通社（1914 年）9 頁～10 頁引用。 




5 宮地嚴夫の世界認識１ ―「亜細亜」への視座― 
 
5.1 はじめに 























































































































































































































































































































































































































































































































  さてこそ此六七十年以来。漸次に世界交通の道開けたると共に。航海の術も。年々歳々   
  に進歩し。且陸地には。鉄道の設けあるのみならず。電信電話の技さへ備はりて。如 
  何なる遠隔の地と雖も。一日の内に音信を通ずることを得。数十日を期しては。東西 
  洋へも相往来し得らるヽことヽなり。世界は漸次に縮小し行く世となりしより。今  
127 
 
  日となりては。聊か識見あるものは。萬国一治世界統一に於ては。為し得られざるも  



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 宮地嚴夫「四千万の我同胞に望む」『明治會叢誌 第 68 号』（1894 年）1 頁引用。 
2 宮地嚴夫『世界太古傳実話』（1914 年）2 頁引用。なお、同書 22 頁においても同じ範
囲を述べている。 
3 宮地嚴夫「回顧反正せさるへからす」『明治會叢誌 第 62 号』（1894 年）10 頁～11 頁
参照。 
4 宮地嚴夫「奉教自由の真意」『教報 6 号』神宮教院内報道局（1886 年）8 頁引用。 
5 国名数が少なかったので本文には挙げなかったが、宮地嚴夫著「奉教自由の真意」「教
報 第 2 号」（1886 年）11 頁においては、「欧州にては羅馬希臘ハ云迄もなく英仏其他
の各国も互に」、「亜細亜にても日本支那印度ハ云迄もなく朝鮮安南其他の各国」と述べ
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ている。 
6 宮地再来「天庭に遊びて夢に白雲卿に謁するの記」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会
編『宮地神道大系 第 1 巻』宮地神社奉賛会（1991 年）298 頁。 
7 例えば、1602 年に刊行された「坤輿万国全図」においては、日本は「小東洋」と位置
付けられている。 
8 平田篤胤「古道大意」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出版
（2001 年）57 頁引用。 
9 平田篤胤「天柱五嶽余論」前掲『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』754 頁引用。これと同
じ説明が、同書の「赤縣太古傳」417 頁～418 頁でなされている。 
10 平田篤胤「天柱五嶽余論」前掲『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』755 頁引用。これと
同じ説明が、同書の「赤縣太古傳」419 頁～420 頁でなされている。 
11 なお、平田は、日月創造の神である「皇霊産神」についても、「紫微宮にて、我が神典
に、皇霊産神の、高天原に隠身して御座す、と有るに能く符り」と述べている。平田
篤胤「赤縣太古傳」前掲『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』388 頁参照。 
12 平田篤胤「赤縣太古傳」前掲『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』415 頁引用。 
13 早稲田大学所蔵、西川如見著・中村直道写『日本水土考 西域人数考 水土解辨 併
用』（1820 年）参照。なお、平田篤胤は、この説を「古道大意」で引用し要約を行っ
ている。該当箇所は、平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』名著出
版（2001 年）58 頁～59 頁に掲載。 
14 会沢正志斎『新論』（1857 年）1 丁表引用。 
15 平田篤胤「赤縣太古傳」前掲『新修 平田篤胤全集 第 8 巻』417 頁～418 頁参照。 
16 平田国学では「僊人と云るは、神世の神等をいへり」とする見解をとっており、「神
仙」を神祇と等しい存在として位置づけている。（平田篤胤「大扶桑国考 下巻」前掲




18 前掲・宮地嚴夫「君子不死国考」72 頁引用。 
19 前掲・宮地嚴夫「君子不死国考」72 頁～73 頁引用。 
20 国立国会図書館所蔵、宮地再来（堅磐）「伝道開端編」『寿書 外篇第 4 巻』（1929
年）32 頁引用。 
21 宮地嚴夫は、1846 年に生まれ 1918 年に没した人物であるので、清朝末から中華民国





22 平田篤胤著「三易由来記」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14 巻』名
著出版（1977 年）202 頁引用。 
23 これに関する研究は、三木正太郎『平田篤胤の研究』神道史学会（1969 年）369 頁～
393 頁や楠山春樹「平田篤胤と道教」野口鐡朗・窪徳忠編『選集 道教と日本 第 3 巻 
中世・近世文化と道教』雄山閣出版（1997 年）125 頁～151 頁に詳しい。 
24  弥高神社平田篤胤佐藤信淵研究所編『平田篤胤大人図集』弥高神社平田篤胤佐藤信淵
研究所（1994 年） 72 頁引用。 
25 実際のタイトルは、『三神山余考』である、 




28 前掲『本朝神仙記傳』上巻 60 頁引用。 
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29 宮地嚴夫『世界太古傳実話』（1914 年）17 頁～18 頁引用。 
30 前掲『本朝神仙記傳』上巻 59 頁引用。 
31 前掲『本朝神仙記傳』上巻 288 頁～289 頁引用。平田国学では、東王父が大国主神な
ので、西王母はその后神である須勢理毘売命となる。 
32 宮地嚴夫「宋の太宗本邦の国体を羨む」『明治會叢誌 第 34 号』（1891 年）36 頁引
用。 
33 宮地嚴夫・前掲「宋の太宗本邦の国体を羨む」37 頁引用。 
34 宮地嚴夫「倭錦唐錦」『明治會叢誌』第 45 号～47 号（1892 年）に収録。 











37 宮地嚴夫「本邦古代の美術」前掲『宮地神道大系 第 1 巻』381 頁～383 頁引用。 
38 宮地嚴夫「本邦古代の美術」前掲『宮地神道大系 第 1 巻』381 頁引用。 
39 宮地嚴夫「我が国を君子国とするわけ」『一徳 第 1 号』（1908 年）48 頁引用。 
40 前掲『本朝神仙記傳』上巻 118 頁～121 頁参照。 
41 宮地嚴夫「天祐は無窮なり」『明治會叢誌 第 77 号』（1895 年）3 頁～4 頁引用。 
42 宮地嚴夫「四千万の我同胞に臨む」『明治會叢誌 第 68 号』（1894 年）2 頁引用。 
43 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」2 頁引用。 
44 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」2 頁引用。 
45 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」2 頁～3 頁引用。 
46 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」4 頁参照。 
47 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」4 頁参照。 
48 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」4 頁～5 頁参照。 




詔勅八月一日・清国ニ対シ宣戦(国立公文書館)、1 丁裏～2 丁引用。 
52 宮地嚴夫「勝敗の数豫め定まる」『明治會叢誌 第 69 号』（1894 年）25 頁～26 頁引
用。 
53 宮地嚴夫「時事に就て」『明治會叢誌 第 71 号』（1894 年）28 頁引用。 
54 宮地嚴夫「勝敗の数豫め定まる」『明治會叢誌 第 69 号』（1894 年）26 頁引用。 
55 宮地嚴夫・前掲「時事に就て」26 頁参照。 
56 宮地嚴夫・前掲「時事に就て」26 頁参照及び引用。 
57 宮地嚴夫・前掲「時事に就て」26 頁～27 頁参照。 
58 宮地嚴夫・前掲「時事に就て」28 頁引用。 
59 宮地嚴夫・前掲「時事に就て」28 頁引用。 
60 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」1 頁引用。 
61 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」2 頁～3 頁参照。 
62 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」3 頁～4 頁引用。 
63 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」4 頁参照。 
64 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」6 頁引用。 
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65 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」5 頁～6 頁引用。 
66 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」5 頁～6 頁引用。 
67 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」6 頁～7 頁引用。 
68 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」7 頁引用。 
69 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」7 頁引用。 
70 宮地嚴夫・前掲「四千万の我同胞に臨む」7 頁参照。 
71 宮地嚴夫「時事に就て」『明治會叢雑誌 第 71 号』明治會（1894 年）28 頁迄引用。 
72 宮地嚴夫「豈唯霊鷹のみならむや」『明治會叢雑誌 第 70 号』（1894 年）10 頁～19
頁参照。 
73 宮地嚴夫「我国大義の明なる所以」『新演説 第 17 号』（1889 年）2 頁～3 頁、5 頁～
7 頁参照。 
74 宮地嚴夫「我国大義の明なる所以」『新演説 第 17 号』（1889 年）6 頁～7 頁引用。 
75 宮地嚴夫「宇内統一の前表」『明治會叢誌 第 79 号』明治會（1895 年）9 頁迄引用。 
76 同上書、9 頁引用。 
77 同上書、11 頁引用。 
78 同上書、11 頁引用。 
79 同上書、11 頁～12 頁引用。 
80 同上書、12 頁引用。 
81 同上書、12 頁引用。 
82 同上書、12 頁参照。 
83 同上書、13 頁引用。 
84 同上書、12 頁引用。 
85 同上書、12 頁参照。 
86 宮地嚴夫『日本国家学談』（1893 年）11 頁引用。 
87 同上。 
88 宮地嚴夫・前掲『日本国家学談』12 頁～13 頁参照。 
89 宮地嚴夫「我帝国の膨張力」『明治會叢誌 第 84 号』明治會（1896 年）17 頁引用。 
90 伊藤裕『大壑平田篤胤傳』錦正社（1973 年）311 頁～312 頁参照。 
91 大国隆正の「総帝論」に関する研究ついては、松浦光修『大国隆正の研究』大明堂 
（2001 年）の第 4 章第一節「天皇総帝論の政治思想」にまとめられている。 
92 宮地嚴夫「我帝国の膨張力」『明治會叢誌 第 84 号』明治會（1896 年）16 頁引用。 
93 同上書、17 頁引用。 
94 同上書、17 頁引用。 
95 同上書、17 頁引用。 
96 同上書、17 頁引用。 
97 同上書、17 頁引用。 
98 同上書、18 頁引用。 
99 宮地嚴夫「宇内統一の前表」『明治會叢誌 第 79 号』明治會（1895 年）14 頁引用。 
100 宮地嚴夫「我帝国の膨張力」『明治會叢誌 第 84 号』明治會（1896 年）18 頁引用。 
101 同上書、18 頁引用。 
102 同上書、18 頁引用。 
103 同上書、17 頁引用。 
104 宮地嚴夫「物価の騰貴を祝す」『明治會叢誌 第 83 号』（1895 年）19 頁引用。 
105 宮地嚴夫「自国に対する義務」『明治會叢誌 第 99 号』（1897 年）5 頁引用。 
106 宮地嚴夫・前掲「自国に対する義務」6 頁引用。 
107 宮地嚴夫「彼に感心すると同時に此の云ひ甲斐なきを憾む」『明治會叢誌 第 43 号』
（1892 年）22 頁引用。 
108 徳富猪一郎編著『増補元田先生進講録』（1934 年）1 頁引用。 
109 徳富猪一郎編著『増補元田先生進講録』（1934 年）3 頁引用。 
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110 宮地嚴夫「彼に感心すると同時に此の云ひ甲斐なきを憾む」『明治會叢誌 第 43 号』
（1892 年）23 頁引用。 
111 宮地嚴夫「彼に感心すると同時に此の云ひ甲斐なきを憾む」『明治會叢誌 第 43 号』
（1892 年）24 頁引用。 
112 宮地嚴夫「国家に対する注意」『明治會叢誌 第 82 号』（1895 年）5 頁引用。 
113 同上書、9 頁～10 頁参照。 
114 同上書、10 頁参照。 
115 同上書、10 頁～11 頁参照。 
116 同上書、11 頁～12 頁参照。 
117 同上書、12 頁引用。 
118 同上書、11 頁～12 頁参照。 
119 同上書、12 頁参照。 
120 同上書、12 頁引用。 
121 同上書、12 頁～13 頁引用。 
122 それぞれ宮地嚴夫「韓国史を読て感慨に堪えす」『明治會叢誌 第 66 号』（1894 年）
7 頁引用。 
123 宮地嚴夫「大谷保君の質問に答ふ」『教林 第 33 号』（1896 年）31 頁引用。 
124 同上書、32 頁引用。 
125 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）211 頁～212 頁引用。 
126 飯田季治校訂『標註舊事紀校本』瑞穂出版（1949 年）57 頁引用。 
127 宮地嚴夫「本邦ハ神祇と共に盛衰を共にす」『明治會叢誌 第 57 号』（1893 年）15
頁～16 頁参照及び引用。 
128 それぞれ、宮地嚴夫「本邦ハ神祇と共に盛衰を共にす」『明治會叢誌 第 57 号』
（1893 年）16 頁引用。 
129 宮地嚴夫・前掲「本邦ハ神祇と共に盛衰を共にす」17 頁引用。 
130 宮地嚴夫・前掲「本邦ハ神祇と共に盛衰を共にす」17 頁引用。 
131 宮地嚴夫・前掲「本邦ハ神祇と共に盛衰を共にす」19 頁引用。 
132 宮地嚴夫「古代西蕃をして本邦の神を祭らしむ」『皇典講究所講演 64 号』（1893
年）64 ノ 46 頁～64 ノ 52 頁参照。 
133 宮地嚴夫「古代西蕃をして本邦の神を祭らしむ」『皇典講究所講演 64 号』（1893
年）64 ノ 53 頁～64 ノ 54 頁参照。 
134 宮地嚴夫「古代西蕃をして本邦の神を祭らしむ」『皇典講究所講演 64 号』（1893
年）64 ノ 54 頁引用。 
135 宮地嚴夫「古代西蕃をして本邦の神を祭らしむ」『皇典講究所講演 64 号』（1893
年）64 ノ 54 頁～64 ノ 55 頁引用。 
136 宮地嚴夫「侯爵支会速記録」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 
第 1 巻』宮地神社奉賛会（1991 年）369 頁引用。 
137 宮地嚴夫「皇軍占領地の事に就て（承前）」『明治會叢誌 第 75 号』（1895 年）21 頁
引用。 
138 宮地嚴夫「皇軍占領地の事に就て（承前）」『明治會叢誌 第 76 号』（1895 年）15 頁
引用。 
139 宮地嚴夫「韓国史を読て感慨に堪えす」『明治會叢誌 第 66 号』（1894 年）7 頁引
用。 
140 宮地嚴夫「韓国史を読て感慨に堪えす」『明治會叢誌 第 66 号』（1894 年）11 頁引
用。 
141 宮地嚴夫「韓国史を読て感慨に堪えす（承前）」『明治會叢誌 第 67 号』（1894 年）1
頁引用。 




                                                                                                                                                     
143 宮地嚴夫「韓国史を読て感慨に堪えす（承前）」『明治會叢誌 第 67 号』（1894 年）5
頁引用。 
144 宮地嚴夫「韓国史を読て感慨に堪えす（承前）」『明治會叢誌 第 67 号』（1894 年）5
頁参照。 
145 宮地嚴夫「韓国史を読て感慨に堪えす（承前）」『明治會叢誌 第 67 号』（1894 年）4
頁参照。 
146 宮地嚴夫「韓国史を読て感慨に堪えす（承前）」『明治會叢誌 第 67 号』（1894 年）4
頁引用。 
147 宮地嚴夫「韓国史を読て感慨に堪えす（承前）」『明治會叢誌 第 67 号』（1894 年）5
頁引用。 
148 宮地嚴夫『祭天古俗説弁義』（1892 年）8 頁引用。 
149 宮地嚴夫「皇軍占領地の事に就て（承前）」『明治會叢誌 第 76 号』（1895 年）14 頁
～15 頁引用。 
150 宮地嚴夫「皇軍占領地の事に就て（承前）」『明治會叢誌 第 76 号』（1895 年）15 頁
引用。 
151 宮地嚴夫「時事に就て」『明治會叢誌 第 71 号』（1894 年）24 頁引用。 
152 宮地嚴夫「本邦の天嶮」『明治會叢誌 第 78 号』（1895 年）5 頁引用。 
153 宮地嚴夫『世界太古傳実話』（1914 年）18 頁～19 頁引用。 
154 具体的な「神話」と「古伝」の違いについては、宮地嚴夫『世界太古傳実話』（1914
年）10 頁～12 頁参照の事。 
155 宮地嚴夫『世界太古傳実話』（1914 年）18 頁引用。 
156 黒田宗篤『宮地嚴夫研究 1 ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）95 頁～96
頁参照。 
157 黒田宗篤『宮地嚴夫研究 1 ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）94 頁参
照。 
158 宮地嚴夫「国史編纂に対する所感」『明治會叢誌 第 60 号』（1893 年）10 頁引用。 
159 宮地嚴夫「神仙の存在に就て」『全国神職会会報 第 138 号』（1910 年）39 頁引用。 
160「宮地氏演説の大要（三）」『土佐の海 第 24 号』（1898 年）1 頁引用。 
161「宮地氏演説の大要（三）」『土佐の海 第 24 号』（1898 年）4 頁引用。 
162 阪本健一『明治神道史の研究』国書刊行会（1983 年）41 頁引用。 
163 同上書、137 頁参照。 
164「宮地氏演説の大要（三）」『土佐の海 第 24 号』（1898 年）2 頁引用。 
165「宮地氏演説の大要（壱）」『土佐の海 第 22 号』（1898 年）4 頁引用。 
166 例えば、宮地嚴夫著『日本国家学談 一名侯爵会談話』（1893 年）や東嶽童子（宮地
嚴夫）「大仏は征清戦勝の紀念物に適せず」『皇典講究所講演』の第 28 号、第 29 号
（共に 1896 年）において仏教を受容したことによる国家の衰退について説明をして
いる。 
167 東嶽童子（宮地嚴夫）「大仏は征清戦勝の紀念物に適せず」『教林 第 28 号』（1896
年）6 頁引用。 
168 同上。 
169 同上書、7 頁引用。 
170 宮地嚴夫著『日本国家学談 一名侯爵会談話』（1893 年）の全体にわたる趣旨であ
る。 
171 宮地嚴夫「回顧反正せさるへからす」『明治會叢誌 第 62 号』（1894 年）10 頁～11
頁引用。 
172 宮地嚴夫「四千万の我同胞に臨む」『明治會叢誌 第 68 号』（1894 年）2 頁引用。 
173 宮地嚴夫「本邦の天嶮」『明治會叢誌 第 78 号』（1895 年）5 頁引用。 
174 宮地嚴夫「本邦の天嶮」『明治會叢誌 第 78 号』（1895 年）6 頁引用。 
175 宮地嚴夫「四千万の我同胞に臨む」『明治會叢誌 第 68 号』（1894 年）4 頁参照。 
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176 「宮地氏の演説の大要（四）」『土佐の海 第 28 号』（1899 年）3 頁参照。 
177 宮地嚴夫「四千万の我同胞に臨む」『明治會叢誌 第 68 号』（1894 年）1 頁引用。 
178 宮地嚴夫「四千万の我同胞に臨む」『明治會叢誌 第 68 号』（1894 年）2 頁～3 頁引
用。 
179「宮地氏の演説の大要（四）」『土佐の海 第 28 号』（1899 年）2 頁参照。 
180「宮地氏の演説の大要（四）」『土佐の海 第 28 号』（1899 年）1 頁～2 頁引用。 
181「宮地氏の演説の大要（二）」『土佐の海 第 23 号』（1898 年）2 頁引用。 
182「宮地氏の演説の大要（四）」『土佐の海 第 28 号』（1899 年）2 頁～3 頁参照。 
183「宮地氏の演説の大要（二）」『土佐の海 第 23 号』（1898 年）3 頁引用。 
184「宮地氏の演説の大要（二）」『土佐の海 第 23 号』（1898 年）4 頁引用。 
185「宮地氏の演説の大要（二）」『土佐の海 第 23 号』（1898 年）4 頁参照。 
186 宮地嚴夫「侯爵支会速記録 明治二七年二月二五日（於星ヶ岡茶寮）」宮地青丘監
修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 第 1 巻』宮地神社奉賛会（1991 年）374
頁～377 頁参照。 
187 宮地嚴夫「侯爵支会速記録 明治二七年二月二五日（於星ヶ岡茶寮）」宮地青丘監
修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 第 1 巻』宮地神社奉賛会（1991 年）377
頁引用。 
188 宮地嚴夫「本邦の天嶮」『明治會叢誌 第 78 号』（1895 年）5 頁～6 頁参照。 
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6 宮地嚴夫の世界認識 2 ―「西洋」への視座― 
 
6.1 幕末期の宮地嚴夫にとっての西洋 
























































































































































年 7 月 1 日に大蔵省主税局本部統計課が発行した「各国富力分頭比較表」のデータをもと


































































と述べ、「一視同仁」「四海兄弟」といったルソー（Jean-Jacques Rousseau, 1712 年生―
1778 年没）の民約論、スペンサー（Herbert Spencer, 1820 年生―1903 年没）の社会平権







  忽ち内外を顛倒し血肉の父母に背き。同胞の兄弟に戻り。飜て讎に党し敵に与し。自 
  ら先導して自国を顛覆し。遂に亡国となし。醜辱を万国に伝へ。汚名を千載に残し。 
  折角求めたる一視同仁の幸福。四海兄弟の安寧の如きハ。之を夢にも見ること能はす。 
  却て奴隷視せらるヽのみならす。其苦役を受ること牛馬も啻ならさるに至り、云にも 

























































































































認として、宮地は、明治 30 年頃から「皇道」＝「神道」として日本精神の中核を 1872 年
（明治 5 年）以来の三条教憲から、明治天皇の軍人勅諭、教育勅語に変更し、民心統一の












































































































































































































































































































ただし、1895 年 10 月 10 日付けの『明治會叢誌 第 81 号』においては、「をりにふれ
たる」と題して、「さし昇る 朝日のかげに いともろく 消るは露の 光也けり」108と
「朝日」を日本、「露」を「露西亜」に託して詠んでいる。同年 11 月 10 日付け刊行『国光 
第 10 巻第 12 号』においては、「露」と題して「野にみちて ひかりし露も 朝日かけ て
らさはもろく 消はてなまし」109という暗にロシアが日本によって消されるという意味を
匂わす和歌を詠み、翌年 1 月 10 日付『国光 第 11 巻第 4 号』においては、「寄山祝」と








































 「露西亜」に勝利した後の 1909 年になると、より海外進出への意欲がより強くなって











































































宮地は、1872 年（明治 5 年）から 1888 年（明治 21 年）にかけて神道教導職を務めて
いた130。教導職が初めて設置された際の監督官庁の教部省は、 
 
  共和政治ノ学ヲ講シ国体ヲ蔑視シ新教ヲ主張シ民神ヲ扇動スル類間々或ハ之レアリ抑    
  我帝国ノ権力他ノ国体ト比較シテ之ヲ議スルヲ得ス後世或ハ 祖宗ノ神霊ヲ誤リ認テ 




教導職制度は 1884 年（明治 17 年）まで引き継がれた。それ以降の教導職は、民間という
扱いであった。 
 宮地嚴夫は、1878 年（明治 11 年）5 月 17 日に神宮教院教長代理心得として高知神宮教
会の事務を全委任され、以後神道事務局直轄教会長、神宮教高知本部長を歴任し、事実上
高知県内の神道教導職を統括する立場にあった132。 




























    二月廿五日                     宮地厳夫 
   佐々木工部卿殿 
        御待史134 
 
と書かれてあった。引用書簡中の「彼党」とは自由党をさし、立志社は 1882 年（明治 15














































































































































































傳』朱鳥社（2001 年）11 頁引用。 
2 手嶋俊蔵が国学に通じていたとの記述は八紘社の『大日本人物誌』（1913 年）の「宮地 
厳夫」の項にある。『大日本人物誌』は後に『明治人名辞典』として 1994 年に日本図 
書センターより改題復刻されている。 




告書』信州大学坂本保富研究室（2002 年）に纏められている。平成 26 年 10 月 30 日
現在においては、（http://hdl.handle.net/10091/12062）にてもアクセス可能。 
5 山本竜也『増補改訂版 史伝坂本龍馬』学研パブリッシング（2009 年）43 頁～44 頁
参照。なお、2013 年 7 月に高知県立坂本龍馬記念館において徳弘門下の起請文が公開
された。その中には、216 名分の名前が記載されており、土佐藩において西洋砲術が流
行していたことが明らかといえ、攘夷一色ではないことが明らかといえよう。 
6 鹿持雅澄「山口郷導」尾形裕康『鹿物雅澄』中央公論社（1944 年）230 頁引用。但
し、繰り返し記号の「く」については、該当する文字を宛てた。 
7 同上書、260 頁参照。 
8 同上書、265 頁引用。 
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140 宮地嚴夫「元気の発露」『明治會叢誌 第 33 号』（1891 年）15 頁引用。 
141 宮地嚴夫「元気の発露」『明治會叢誌 第 33 号』（1891 年）15 頁引用。 
142 宮地嚴夫「元気の発露」『明治會叢誌 第 33 号』（1891 年）15 頁引用。 
143 宮地嚴夫「元気の発露」『明治會叢誌 第 33 号』（1891 年）16 頁引用。 
144 宮地嚴夫「元気の発露」『明治會叢誌 第 33 号』（1891 年）16 頁引用。 
145 宮地嚴夫「元気の発露」『明治會叢誌 第 33 号』（1891 年）14 頁引用。 
146 宮地嚴夫「元気の発露」『明治會叢誌 第 33 号』（1891 年）18 頁引用。 
147 宮地嚴夫「元気の発露」『明治會叢誌 第 33 号』（1891 年）14 頁引用。 
148 宮地嚴夫「元気の発露」『明治會叢誌 第 33 号』（1891 年）14 頁引用。 
149 宮地嚴夫「大久保君の質問に答ふ」『教林 第 33 号』（1896 年）32 頁引用。 
150 宮地嚴夫「国家に対する注意」『明治會叢誌 第 82 号』（1895 年）4 頁～13 頁参照。 
151 宮地嚴夫「国家に対する注意」『明治會叢誌 第 82 号』（1895 年）10 頁引用。 
152 宮地嚴夫「国家に対する注意」『明治會叢誌 第 82 号』（1895 年）12 頁～13 頁引
用。 
153 宮地嚴夫「国家に対する注意」『明治會叢誌 第 82 号』（1895 年）13 頁参照。 
154 宮地嚴夫「国史編纂に対する所感」『明治會叢誌 第 60 号』（1893 年）2 頁～3 頁引
用。 
155 宮地嚴夫『国体之義ニ付上申案』20 丁裏引用。 
156 黒田宗篤『宮地嚴夫研究 1 ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）149 頁～
157 頁参照。 
157 宮地嚴夫『国体之義ニ付上申案』23 丁表引用。 
158 宮地嚴夫「婦人の帯を袴となすべきの説」『女鑑 第 89 号』（1896 年）7 頁～17 頁参
照。 
159 玉の屋主人嚴夫（宮地嚴夫）「婦人交際の事に就て」『女鑑 第 111 号』（1896 年）16 
頁参照。 




































































































































































































































































































































































































































































５ 宮地嚴夫「我帝国の膨張力」『明治會叢誌 第 84号』（1896年）16頁～17頁引用。 
６ 宮地嚴夫『氏子之心得』（1894年）14頁引用。句読点を付した。 
７ 同上、7頁～8頁引用。句読点を付した。 
８ 宮地嚴夫「神道要領（承前）」『全国神職会会報 第 64号』（1904年）12頁～13頁引
用。 
９ 同上、12頁引用。 
１０ 宮地嚴夫『祭天古俗説弁義 全』（1892年）18頁引用。 
１１ 宮地嚴夫「神道要領」『全国神職会会報 第 63号』（1904年）15頁引用。 
１２ 宮地嚴夫「国体」『大八洲雑誌 巻之五』（1886年）37頁引用。 
１３ 前掲『国体之義ニ付上申案』二十丁裏引用。 
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１８ 宮地嚴夫「国史編纂に対する所感」『明治會叢誌 第 60号』（1893年）2頁～3頁引用。 
１９ 宮地嚴夫「明治會今日に必要なる所以を明かす（承前）」『明治會叢誌 第 4号』
（1889年）15頁～16頁引用。 
２０ 宮地嚴夫「明治會の今日に必要なる所以を明らかにす」『明治會叢誌 第 1号』（1888
年）5頁～6頁引用。 
２１ 同上、6頁引用。 






２７ 宮地嚴夫「明治會は国家的学術を研究するを以て自ら任す」『明治會叢誌 第 9号』
（1889年）2頁引用。 
２８「本会にて唱ふる三条の大意」『明治會叢誌 第 9号』（1889年）巻頭参照。 
  明治會の三綱領は、以下の通り。 
 
○本会にて唱ふる三條の大意 






























（『明治會叢誌 第 5号』明治會（1889年）1頁～3頁引用。） 
２９ 宮地嚴夫「教育に対する私見」『明治會叢誌 第 82号』（1895年）2頁引用。 
３０ 宮地嚴夫「本邦近世の三大美事」『明治會叢誌 第 29号』（1891年）29頁引用。 
３１ 宮地嚴夫「我帝国の膨張力（承前）」『明治會叢誌 第 85号』（1896年）7頁引用。 








４０ 宮地嚴夫「神仙の存在に就て（華族会館に於て）」『全国神職会会報 第 138号』
（1910年）37頁引用。 
４１ 同上、38頁引用。 









４９ 宮地嚴夫「勅語講話」『祖国 第 1号』（1899年）15頁引用。 
５０ 宮地嚴夫「勅語講義（承前）」『全国神職会会報 第 94号』（1906年）19頁参照。 
５１ 前掲『宮地嚴夫研究１ ―その半生について―』178頁参照。 
５２ 宮地嚴夫「民心統一の方法」『全国神職会会報 第 1号』（1899年）7頁～8頁引用。 
５３ 同上、8頁引用。 
５４ 『全国神職会会報 第 4号』（1899年）45頁～46頁参照。 
５５ 『全国神職会会報 第 5号』（1899年）37頁引用。 
５６ 『全国神職会会報 第 6号』（1900年）46頁参照。 
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５７ 『全国神職会会報 第 11号』（1900年）49頁参照。 
５８ 宮地嚴夫「神道と宗教の関係」『全国神職会会報 第 49号』（1903年）5頁～6頁参
照。 
５９ 宮地嚴夫「日露戦争と教育勅語」『全国神職会会報 第 58号』（1904年）4頁参照。 
６０ 同上、五頁引用。 






６６ 『全国神職会会報 第 183号』（1914年）の広告欄引用。頁数無し。 
６７ 前掲「彼に感心すると同時に此の云ひ甲斐なきを憾む」24頁引用。 
６８ 宮地嚴夫「神道普及の方法に就て」『全国神職会会報 第 169号』（1912年）12頁引
用。 
６９ 同上。 
７０ 清水宗徳「御四十七年祭日に当り 水位師仙の高風を思び奉る ―忍苦と清廉の学的



























































































































































































































































1 千田憲編『祝詞・寿詞』岩波書店（1935 年）34 頁引用。 
2 宮地嚴夫『日本国家学談 一名侯爵会談話』（1893年）参照のこと。 
3 宮地嚴夫「祭天古俗説辨義」 宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 
第 1 巻』宮地神社奉賛会（1991年）394頁～395 頁引用。 
4 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）103 頁参照。 
5 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6巻』名著出版
（2001年）272頁～273 頁参照。 
6 平田篤胤「葛仙翁傳」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14巻』名著出
版（1977 年）410 頁引用。 
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7 平田篤胤「葛仙翁傳」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14巻』名著出
版（1977 年）410 頁引用。 
8 平田篤胤「黄帝傳記」『新修 平田篤胤全集 第 8巻』名著出版（1976年）813 頁～
814頁引用。 










14 佐々木聖使「明治初期における天之御中神論」『明治聖徳記念学会紀要 復刊第 22
号』（1997 年）。 
15 佐佐木聖使「明治初期における天之御中主神論」『明治聖徳記念学会紀要 復刊第 22
号』（1997 年）27 頁～29頁参照。 
16 佐佐木聖使「明治初期における天之御中主神論」『明治聖徳記念学会紀要 復刊第 22
号』（1997 年）53 頁参照。 
17 角田忠行「天中略説」『全国神職会会報 第 66 号』（1905 年）9 頁引用。 
18 児嶋桜蔭『敬神小話』（1930 年）34頁引用。 
19 児嶋桜蔭『敬神小話』（1930 年）39頁引用。 
20 児嶋桜蔭『敬神小話』（1930 年）39頁引用。 
21 児嶋桜蔭『敬神小話』（1930 年）40頁引用。 
22 児嶋桜蔭『敬神小話』（1930 年）44頁引用。 
23 宮地嚴夫「宮地氏演説の大要（四）」『土佐の海 第 28 号』（1899年）4 頁参照。 
24 児嶋桜蔭『敬神小話』（1930 年）45頁引用。 
25 宮地嚴夫「神道要領（十二）」『全国神職会会報 第 75 号』（1905年）19 頁引用。 
26 宮地嚴夫著・黒田宗篤監修・翻刻『宮地嚴夫先生著作集１「神道大要」「神道要領」』黒
田宗篤先生著作刊行会（2015 年）参照。 
27 宮地堅磐「好道意言」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 第 1
巻』宮地神社奉賛会(1991年)60 頁。 
28 宮地堅磐「玄道或問 草稿」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 
第 1 巻』宮地神社奉賛会(1991 年)305 頁。 
29 宮地堅磐「窮理笑談」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 第 1
巻』宮地神社奉賛会(1991年)78 頁引用。 
30 宮地嚴夫「神仙の話」『探検世界秋季臨時増刊 神仙譚』（1908年）100 頁～104 頁参
照。 
31 宮地嚴夫「葦原中国は全世界の古名なり」『教林 28号』（1896 年）11 頁～13 頁参
照。 




34 宮地嚴夫「宮地嚴夫君 講演」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 
第 1 巻』宮地神社奉賛会 (1991 年) 379 頁引用。 
35 以下、宮地嚴夫著・黒田宗篤監修・翻刻『宮地嚴夫先生著作集 1 「神道大要」「神道
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要領」』黒田宗篤先生著作刊行会（2015 年）参照。 
36 宮地嚴夫著・黒田宗篤監修・翻刻『宮地嚴夫先生著作集 1 「神道大要」「神道要
領」』黒田宗篤先生著作刊行会（2015年）16頁～17頁参照。 
37 宮地嚴夫著・黒田宗篤監修・翻刻『宮地嚴夫先生著作集 1 「神道大要」「神道要
領」』黒田宗篤先生著作刊行会（2015年）28頁参照。 
38 「古事記」大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）13頁参 
照。 
39 宮地嚴夫著・黒田宗篤監修・翻刻『宮地嚴夫先生著作集 1 「神道大要」「神道要
領」』黒田宗篤先生著作刊行会（2015年）11頁～12頁参照。 
40 宮地嚴夫著・黒田宗篤監修・翻刻『宮地嚴夫先生著作集 1 「神道大要」「神道要
領」』黒田宗篤先生著作刊行会（2015年）44頁～46頁参照。 
41 宮地嚴夫著・黒田宗篤監修・翻刻『宮地嚴夫先生著作集 1 「神道大要」「神道要
領」』黒田宗篤先生著作刊行会（2015年）14頁参照。 
42 宮地嚴夫著・黒田宗篤監修・翻刻『宮地嚴夫先生著作集 1 「神道大要」「神道要
領」』黒田宗篤先生著作刊行会（2015年）23頁～ 27頁参照。 
43 宮地嚴夫著・黒田宗篤監修・翻刻『宮地嚴夫先生著作集 1 「神道大要」「神道要
領」』黒田宗篤先生著作刊行会（2015年）32頁～ 33頁参照。 
44 宮地嚴夫著・黒田宗篤監修・翻刻『宮地嚴夫先生著作集 1 「神道大要」「神道要
領」』黒田宗篤先生著作刊行会（2015年）49頁～51頁参照。 
45 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6巻』名著出版(2001
年)631 頁引用。 
46 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6巻』名著出版(2001
年)633 頁引用。 
47 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6巻』名著出版(2001
年)633 頁引用。 
48 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6巻』名著出版(平成
2001 年)637 頁引用。 
49 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6巻』名著出版(平成
2001 年)633 頁引用。 
50 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6巻』名著出版(平成
2001 年)638 頁引用。 
51 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6巻』名著出版(平成
2001 年)636 頁引用。 
52 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6巻』名著出版(平成
2001 年)631 頁引用。 










































































 まず、甲種（全 30頁）については、 





































































































































































































































中主神を人格神とする説は、1827年（文政 10 年）の『赤縣太古傳』成立以来、約 100年
余り神道界の公論とされており、宮地嚴夫もその補完者であったといえる。 
 
9.4.2.3 乙種 8  































9.4.2.5 乙種 10 





 これは、宮地再来の「余答曰夫人之生也 禀父母之腎血 而結体受父母之二気 而纏於魂之
生魂」65、「纏於魂之魂者依二儀 而生是父母之分霊 而天神之新不所賦與 為此霊也 招天識























































































































1「発端一」の前半部分が宮地嚴夫『皇道 第 4巻第 54 号』（1917年）20 頁～23頁にも
掲載されている。 
2 以下、井澤實猛編輯兼発行『宮地嚴夫先生講話筆記 世界太古傳実話』（1914 年）を甲
種、大宮司朗編輯・宮地嚴夫著「世界太古傳実話」『本朝神仙記伝』八幡書店（1988 年）
を乙種と記載することにする。 
3 甲種 1 頁引用。  
4 乙種 707 頁参照。 
5 甲種広告欄引用。 
6 甲種広告欄引用。 
7 乙種 755 頁引用。 
8 乙種 755 頁引用。 
9 乙種 724 頁引用。 
10 乙種 772 頁引用。 
11 清水宗徳による翻刻である。「世界太古傳實話 【一】 ―宮地嚴夫先生講話筆記より
―」『神仙道 第 5 号』（1950 年）、「世界太古傳實話 【二】 ―宮地嚴夫先生講話筆
記より―」『神仙道 第 6号』（1950年）、「世界太古傳實話 【三】」『神仙道 第 9
号』（1950 年）、「世界太古傳實話 【四】」『神仙道 第 10号』（1951 年）、「世界太古
傳實話 抄五」『神仙道 第 13 号』（1951年）、「霊魂と肉体―（世界太古傳実話抄
六）―」『神仙道 第 14 号』（1951 年）、「霊魂と肉体（続）―（世界太古傳実話抄
七）―」『神仙道 第 19 号』（1951 年）、「魂と魂（霊魂と肉体続）―世界太古傳実話
抄八―」『神仙道 第 20 号』（1952 年）、「五元開闢 ―世界太古傳実話抄九―」『神仙
道 第 26号』（1952 年）。第 9号より「東嶽宮地嚴夫述」と冒頭に記載。 
12「世界太古傳實話 【三】」『神仙道 第 9 号』（1950年）1 頁引用。 
13「世界太古傳實話 抄五」『神仙道 第 13 号』（1951年）2 頁参照。 
14「霊魂と肉体―（世界太古傳実話抄六）―」『神仙道 第 14号』（1951 年）1 頁引用。 
15「霊魂と肉体―（世界太古傳実話抄六）―」『神仙道 第 14号』（1951 年）1 頁引用。 
16 田原嗣郎「平田篤胤」相良亨、松本三之介、源了圓編『江戸の思想家たち（下）』研究 
出版社（昭和 54 年）136 頁引用。 
17 乙種 740 頁引用。 
18 乙種 740 頁引用。 
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19 甲種 4 頁引用。 
20 甲種 4 頁引用。 
21 甲種 8 頁引用。 
22 甲種 10 頁引用。 
23 甲種 21 頁引用。 
24 甲種 30 頁引用。 
25 乙種 708 頁引用。 
26 乙種 709 頁引用。 
27 乙種 711頁引用。 
28 乙種 712 頁引用。 
29 乙種 720 頁引用。 
30 乙種 724 頁引用。 
31 甲種 30 頁引用。 




34 一例を示すと宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 第 1 巻』宮地神
社奉賛会（1991 年）379 頁～380 頁に収録されている講演である。講演の題は、「皇祖
天神の道」である。 
35 甲種 1 頁～4頁、乙種 707頁～708頁参照。 
36 平田篤胤「赤縣太古傳」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8巻』名著
出版（2001年）380頁引用。 
37 平田翁最後の御目的」『國學院雑誌 第 39 巻 第 9号』（1932年）55頁参照。 
38 甲種 4 頁及び乙種 709 頁引用。 
39 甲種 6 頁及び乙種 710 頁引用。 
40 甲種 7 頁及び乙種 710 頁引用。 
41 甲種 7 頁及び乙種 711 頁参照。 
42 甲種 8 頁～10頁、乙種 711 頁～712 頁参照。 
43 甲種 12 頁～15 頁参照。乙種 714 頁～715 頁参照。 
44 甲種 21 頁～25 頁参照。乙種 720 頁～722 頁参照。 
45 宮地嚴夫「神道要領（八）」『全国神職会会報 第 71号』（1905年）14頁～15頁引
用。 
46 宮地嚴夫「神道要領（七）」『全国神職会会報 第 70号』（1905年）14頁引用。 
47 宮地嚴夫「神道要領（九）」『全国神職会会報 第 72号』（1905年）21頁参照。 
48 乙種 734 頁引用。 
49 乙種 738 頁～740 頁参照。 
50 乙種 740 頁引用。 
51 乙種 736 頁引用。 









58 乙種 741 頁引用。 
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59 乙種 742 頁引用。 
60 前掲「日本書紀」366頁引用。「撞榊厳魂天疎向津姫命」は、託宣用の神籬・磐座に関
わる神、「向匱男聞襲大歴五御魂速狭騰尊」は神籬・磐座に降る託宣の神である。 
61 乙種 743 頁参照。 
62 乙種 749 頁参照。 
63 乙種 754 頁参照。 
64 清水宗徳著・大宮司朗編輯『宮地神仙道玄義』八幡書店（1988 年）403 頁に収録。 
65 宮地堅磐（再来）「玄道或問 草稿」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道
大系 第 1巻』宮地神社奉賛会（1991 年）305 頁引用。 
66 宮地堅磐（再来）「玄道或問 草稿」宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道
大系 第 1巻』宮地神社奉賛会（1991 年）305 頁引用。 
67 山口起業撰「神魂説」『増補大神宮叢書 19 神宮教院大成』吉川弘文館（2012 年）493 
頁引用。 
68 山口起業撰「神宮教院人身三要論」『増補大神宮叢書 19 神宮教院大成』吉川弘文館
（2012年）404頁引用。 
69「人身幽顕分析図説」『教報 第 16号』（1887 年）15 頁引用。 
70 乙種 758 頁参照。 
71 乙種 759 頁参照。 
72 近衛忠房撰・山口起業撰「神教綱領」『増補大神宮叢書 19 神宮教院大成』吉川弘文館
（2012年）116頁引用。 
73 黒田宗篤『宮地嚴夫研究 1 ―その半生について―』玉廼舎塾（2011 年）71 頁参照。 
74 宮地再来「蛇の室屋」は、大宮司朗監修『玄学 道術 秘伝 神仙秘書』八幡書店
（1999年）363頁～427 頁に収録。 
75 前掲「古事記」60 頁引用。 
76 宮地嚴夫著・宮地青丘編『本朝神仙記傳』朱鳥社（2001年）上巻 36頁引用。 
77 乙種 762 頁参照。 
78 平田篤胤著・子安宣邦校注『仙境異聞・勝五郎再生記聞』岩波書店（2001 年）に収録
されている勝五郎再生記聞はその一例である。 
79 乙種 762 頁参照。 
80 乙種 776 頁引用。 
81 乙種 776 頁～778 頁参照。 
82 平田篤胤「神道玄妙論」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 8巻』名著
出版（1978年）97頁引用。 
83 浦田長民「神典採要」『増補大神宮叢書 19 神宮教院大成』吉川廣文館（平成 24 年）
126頁～127頁引用。 
84 石城山編輯室編『天行居用語辞典 下巻』（2001 年）258 頁引用。 











































































































 ① 伊邪那岐・伊邪那美命が、天神から修理固成の神勅を受け国土開発にあたる。 
 ② 伊邪那美命が、出産中に死去。（平田篤胤は死去としていない14。） 
 ③ 伊邪那岐命は、黄泉に趣き伊邪那美命と面会。 
 ④ 伊邪那岐命が、伊邪那美命との約束を破り、死骸を見る。 
 ⑤ 伊邪那岐命は、黄泉から逃げ帰り、黄泉路を大岩で塞ぐ。 
 ⑥ 伊邪那岐命は、伊邪那美命に対し大岩の前で夫婦別離を宣言する。 









































 1 伊邪那岐命による伊邪那美命への再会と帰国要求。 
  2 伊邪那美命が、「速く来まさずて」27として帰国の拒絶。 
 3 伊邪那美命は、伊邪那岐命による熱意をみて黄泉神に帰国の相談を約束。 
 4 伊邪那美命は、姿を見るなとの約束をしたにも拘わらず、伊邪那岐命が約束を破棄。 
 5 朽ちた肉体を見られた伊邪那美命は「吾に辱見せたまひつ」28と述べ、追っ手を放つ。 
 6 伊邪那岐命が、追っ手と交戦する。 
 7 伊邪那美命が、直に伊邪那岐命を追う。 












































































































































1 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）1297 頁引用。 
2 宮地嚴夫『国体と神道 （外人の問に答へたる神道）』清水書店（1925 年）21 頁～22
頁引用。中略は筆者が付した。 
3 http://www.jinjahoncho.or.jp/en/publications/shinto/jp06.html より引用。（2015 年 9
月 25 日参照。） 
4 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）1297 頁引用。 
5 宮地直一・山本信哉・河野省三編『大祓詞註釈大成』名著出版（1981 年）参照。 
6 山田孝雄『平田篤胤』畝傍書房（1942 年）82 頁引用。 
7 山田孝雄『平田篤胤』畝傍書房（1942 年）81 頁～82 頁参照。 
8 中澤伸弘『宮中祭祀 連綿と続く天皇祈り』展転社（2010 年）76 頁～78 頁参照。 
9「延喜式」大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）1297 頁～
1299 頁引用。 
10 國學院大學日本文化研究所編集『神道事典』弘文堂（1999 年）69 頁参照。 
11 宮地直一・山本信哉・河野省三編『大祓詞註釈大成 上』名著出版（1981 年） 628
頁引用。 
12 平田篤胤『大祓詞正訓』（1881 年）12 丁裏～13 丁裏引用。 
13 堀秀成『神名考』神道同志会出版部（1909 年）65 頁参照。 
14 平田篤胤著・山田孝雄校訂『古史徴開題記』岩波書店（1936 年）41 頁参照。 
15 宮地嚴夫「葦原の中津国は全世界の古名なり」『教林』27 号、30 号（1894 年）参照。 
16 宮地水位『類別 異境備忘録』山雅房（1997 年）26 頁～27 頁引用。 
17 平田篤胤・子安宣邦『霊の真柱』岩波書店（1998 年）32 頁参照。 
18 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）49 頁～50 頁参照。 
19 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）19 頁引用。 
20 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）18 頁～20 頁参照。 
21 安倍真司「黄泉比良坂考 ―『古事記』のサカを中心にして―」『高知医科大学一般教
育紀要 第 1 号』（1986 年）1 頁参照。 
22 安倍真司「黄泉比良坂考 ―『古事記』のサカを中心にして―」『高知医科大学一般教
育紀要 第 1 号』（1986 年）1 頁参照。 
23 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）20 頁参照。 
24 平田篤胤著・山田孝雄校訂『古史徴開題記』岩波書店（1936 年）41 頁引用。 
25 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）14 頁参照。 
26 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）19 頁～21 頁参照。 
27 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）20 頁参照。 
28 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）20 頁引用。 
29 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）21 頁引用。 
30 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）21 頁引用。 
31 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）194 頁参照。 
32 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）20 頁参照。 
33 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）194 頁～195 頁参照。 
34 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）194 頁～195 頁参照。 
35 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）1081 頁～1092 頁参
照。 
36 岡吉胤『大祓述義』（1891 年）26 丁表参照。 
37 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）13 頁引用。 
38 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）1297 頁～1298 頁引
用。 
39 岡吉胤『大祓述義』（1891 年）26 丁裏引用。 
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40 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）1296 頁引用。 
41 岡吉胤『大祓述義』（1891 年）27 丁表～同裏参照。 
42 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）13 頁引用。 
43 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）18 頁引用。 
44 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）21 頁引用。 
45 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）1297 頁参照。 
46 平田篤胤『大祓詞正訓』（1881 年）12 丁裏～13 丁裏引用。 
47 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）194 頁引用。 
48 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）203 頁引用。 
49 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6 巻』名著出版
（2001 年）16 頁～19 頁参照。 
50 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6 巻』名著出版
（2001 年）361 頁引用。 
51 平田篤胤「玉襷」平田篤胤全集刊行会編『新修平田篤胤全集 第 6 巻』名著出版
（2001 年）362 頁引用。 
52 平田篤胤「赤縣太古傳」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14 巻』名著
出版（1977 年）369 頁～375 頁参照。 
53 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）194 頁参照。 
54 宮地水位『類別 異境備忘録』山雅房（1997 年）26 頁～27 頁引用。 
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 一例を挙げると国学者・堀秀成（1819 年生―1887 年没）は、【八島士奴美神・木花知流



























































































































1 宮地嚴夫著・大宮司朗編輯『本朝神仙記伝』八幡書店（1988 年）739 頁引用。 
2 宮地嚴夫著・大宮司朗編輯『本朝神仙記伝』八幡書店（1988 年）737 頁引用。 
3 小川環樹が「老子その人もまた人間ばなれのした不可思議な性格をもつものとしてえが




に満ちているといえよう。本田済『中国古典文学大系 第 8 巻 抱朴子 列仙伝・神
仙伝 山海経』（1974 年）345 頁～350 頁参照。 
4 平田篤胤「赤縣太古傳」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14 巻』名著
出版（1977 年）406 頁参照。 
5 平田篤胤「赤縣太古傳」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14 巻』名著
出版（1977 年）405 頁参照。 
6 宮地堅磐（再来）宮地青丘監修・宮地神道文献刊行会編『宮地神道大系 第 1 巻』宮地
神社奉賛会（1991 年）106 頁～107 頁参照。 
7 宮地嚴夫著・大宮司朗編輯『本朝神仙記伝』八幡書店（1988 年）739 頁引用。 
8 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）13 頁～14 頁引用。 
9 班固著・鹽谷温譯「漢武内伝」『国訳漢文大成 文学部 第 12 帙』（1920 年）8 頁引用。 
10 平田篤胤「赤縣太古傳」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14 巻』名著
出版（1977 年）370 頁引用。 
11 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）28 頁引用。 
12 平田篤胤「赤縣太古傳」平田篤胤全集刊行会編『新修 平田篤胤全集 第 14 巻』名著
出版（1977 年）363 頁～364 頁参照。 
13 大倉精神文化研究所編『神典』大倉精神文化研究所（1962 年）32 頁～33 頁参照。 
14 堀秀成『神名考』神道同志会出版部 （1909 年）65 頁引用。 
15 堀秀成『神名考』神道同志会出版部 （1909 年）63 頁引用。 
16 堀秀成『神名考』神道同志会出版部 （1909 年）65 頁～66 頁引用。 
17 不詳の神名はそのままとした。 
18「宮地氏演説の大要（三）」『土佐の海 第 24 号』（1898 年）4 頁～5 頁引用。 
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19「宮地氏演説の大要（壹）」『土佐の海 第 22 号』（1898 年）3 頁～4 頁引用。 
20「宮地氏演説の大要（壹）」『土佐の海 第 22 号』（1898 年）3 頁引用。 
21「宮地氏演説の大要（壹）」『土佐の海 第 22 号』（1898 年）4 頁引用。 
22 宮地嚴夫『世界太古傳実話』（1914 年）29 頁～30 頁参照。 
23 宮地嚴夫『世界太古傳実話』（1914 年）30 頁引用。 
24「宮地氏演説の大要（三）」『土佐の海 24 号』（1898 年）4 頁～5 頁引用。 
25 宮地嚴夫『世界太古傳実話』（1914 年）30 頁引用。 
26 宮地嚴夫「四千万の我同胞に臨む」『明治會叢誌 第 68 号』（1894 年）1 頁引用。 
27 黒田宗篤「記紀新解釈の可能性 造化神・磐長姫神と美の世界」『錦旗文化 興復第
1 巻第 1 号』（2015 年）1 頁～5 頁参照。 
28 宮地嚴夫「宇内統一の前表」『明治會叢誌 第 79 号』（1895 年）12 頁引用。 
29 宮地嚴夫「四千万の我同胞に臨む」『明治會叢誌 第 68 号』（1894 年）5 頁～7 頁参
照。 
30 宮地嚴夫「自国に対する義務」『明治會叢誌 第 99 号』（1897 年）13 頁参照。 
31 小西亀次郎『我家の宗教改革の告白』(1922 年)4 頁引用。 
32 小西亀次郎『我家の宗教改革の告白』(1922 年)参照。 
33 副島知一『鎮魂と斎戒』（1950 年）「自序」より引用。 
34 副島知一『鎮魂と斎戒』（1950 年）63 頁～72 頁参照。 
35 伊藤裕『大壑平田篤胤傳』錦正社（1973 年）3 頁引用。 
